
・初めての利用者様の情報やニーズの共有ができていない時があったので、
情報を共有できるようにする。

・情報の共有はできてきている
・利用者様によって情報の共有にバラツキがある。
・事前情報もっと共有すれば、新規受入れの際にバタバタ感はなくなると思う。

送迎時に家族とのコミュニケーションを積極的にとるようにしている。管理者が不在でも職員と家族の
信頼関係は築けてきていると思う。
ミーティングを1日2回にしたことで、利用者に対する情報の共有もしっかりできてきていると思う。

まだ急な利用開始の場合、情報の共有不足があり、受け入れ時にバタつきが見受けられる。
また利用者によって情報量にバラツキがある。

全職員で利用者様「気づき」を記録に残せるようにする。
現状の資料では不足な点があるので、改良し、情報をさらに共有できるようにする。

2人

事業所自己評価・ミーティング様式

（200字以内）

合計（総人数）

合計（総人数）

1人 6人 7人 1人 15人

ほとんど
できていない

メンバー 金澤・粕田・増渕・根岸・大金・松本

個人チェック項目
よく

できている
なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない

できている点

できていない点

次回までの具体的な改善計画

④
本人を支えるために、家族・介護者の不安を受け
止め、関係づくりのための配慮をしていますか？

③
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通いで声
掛けや気遣いができていますか？

200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

200字程度で、できていないことと、その理由を記入すること

8人

本人の情報やニーズについて、利用開始前にミー
ティング等を通じて共有していますか？

確認のためのチェック項目

前回の改善計画

⓪ 前回の課題について取り組めましたか？

前回の改善計画に対する取組み結果

（別紙２－２）

2人 12人 1人

なんとか
できている

あまり
できていない

実施日 令和　2年　2月　14日（ 19：00　～　19：30　）

8人 2人

１.　初期支援（はじめのかかわり）

よく
できている

3人

◆今回の自己評価の状況

◆前回の改善計画に対する取組み状況

②
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、まず
必要としている支援ができていますか？

① 15人

15人

15人

15人

5人

5人

10人 2人

事－①



・利用者様の「～したい」を把握しきれていなっかったので、利用者様の目標を共有する。

・「～したい」を把握できるようになってきた。またその要望に合わせた対応もできてきている。
・把握した内容の共有が思うようにスタッフ間に反映できていない。

・利用者様本人の目標を共有して対応できるようになってきている。
・利用者様本人の思いを聞く努力がスタッフ間に浸透してきている。

・利用者様の思いの情報量にばらつきがある。
・長期目標を見据えて短期目標を達成しなくてはならないが、どうしても短期目標に意識が向かい
　 サービスの変化がない時もある。

・利用者様の思いや目標を明確にできるようにする。
・誕生月に利用者様本人の願いを叶えるような取り組みをしたい。

できていない点 200字程度で、できていないことと、その理由を記入すること

次回までの具体的な改善計画 （200字以内）

③
本人の当面の目標「～したい」を目指した日々の
かかわりができていますか？

④
実践した（かかわった）内容をミーティングで発
言し、振り返り、次の対応に活かせていますか？

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計（総人数）

① 「本人の目標（ゴール）」がわかっていますか？

②
本人の当面の目標「～したい」がわかっています
か？

2人 10人 3人

前回の改善計画

前回の改善計画に対する取組み結果

◆今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか

できている

合計（総人数）

⓪ 前回の課題について取り組めましたか？ 2人 10人 3人 人 15人

◆前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェック項目
よく

できている
なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない

1人

2人

5人

事業所自己評価・ミーティング様式 実施日 令和　2年　2月　14日（ 19：00　～　19：30　）

２.　「～したい」の実現
　　（自己実現の尊重）

メンバー 金澤・粕田・増渕・根岸・大金・松本

7人

8人

3人

7人

5人

7人

15人

15人

15人

15人

事－②



・利用者様の自宅での様子を共有して、些細な変化に気づけるようにする。

・利用者様の自宅での様子を家族様とコミュニケーションを取りながら聞き、
　施設での対応に生かせるようになった
・独居の方の様子の把握が不十分

・自宅での暮らしを把握、理解し、施設での対応の生かしている。
・研修等で排泄や入浴に関して行い、きちんと基礎を理解することができた。
・自宅での状況を把握することで、利用者様の変化に気づいて対応することができるようになった。

・利用者様の自宅での状況など情報量にばらつきがある。
・利用者様の変化に気づくことができても、まだスタッフ間での共有には時間がかかる。
・もっと本人の思いを聞き出せるようにしたい。

・利用者様の自宅での状況や本人の思いを聞けるようにし、記録し、スタッフ間での情報共有を
　素早くできるようにする。

できていない点 200字程度で、できていないことと、その理由を記入すること

次回までの具体的な改善計画 （200字以内）

⑤
共有された本人の気持ちや対象の変化に即時的に
支援できていますか？

③
ミーティングにおいて、本人の声にならない声を
チームで言語化できていますか？

④
本人の気持ちや体調の変化に気づいたとき、その
都度共有していますか？

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

1人

1人

5人

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計（総人数）

①
本人の自宅での生活環境を理解するために「以前
の暮らし方」が10個以上把握できていますか？

②
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ等の基
礎的な介護ができていますか？

4人

7人

10人

前回の改善計画

前回の改善計画に対する取組み結果

◆今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか

できている

合計（総人数）

⓪ 前回の課題について取り組めましたか？ 3人 11人 1人 人 15人

◆前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェック項目
よく

できている
なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない

事業所自己評価・ミーティング様式 実施日 令和　2年　2月　14日（ 19：00　～　19：30　）

３.　日常生活の支援 メンバー 金澤・粕田・増渕・根岸・大金・松本

1人

8人

10人

13人

8人

4人

1人

2人

15人

15人

15人

15人

15人

事－③



・近隣や友人関係を把握し、本人が希望する地域の関りをできるだけ支援できるようにする。

・利用者様のお話の中で、隣人や交友関係などを把握できるようになってきた。
・利用者様によっては近隣の協力が難しいケースが多く、支援までいたらない。

・利用者様本人の生活スタイルを把握し、対応に生かせるようになってきた。
・近隣や民生委員などと協力して支援できるようになってきた。

・家族様が同居の場合は自宅での様子を把握することができるが、
　独居のご利用者様の場合、把握が難しい。

・人員配置によっては訪問を強化して、自宅での利用者様の様子を把握し、
　施設での対応や利用者様の支援に反映できるようにする。

できていない点 200字程度で、できていないことと、その理由を記入すること

次回までの具体的な改善計画 （200字以内）

③
事業所が直接接していない時間に、本人がどのよ
うに過ごしているか把握していますか？

④
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域の資源
等を把握していますか？

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計（総人数）

①
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係等を理
解していますか？

②
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れない
ように支援していますか？

7人

前回の改善計画

前回の改善計画に対する取組み結果

◆今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか

できている

合計（総人数）

⓪ 前回の課題について取り組めましたか？ 1人 12人 2人 人 15人

◆前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェック項目
よく

できている
なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない

事業所自己評価・ミーティング様式 実施日 令和　2年　3月　16日（ 19：00　～　19：30　）

４.　地域での暮らしの支援 メンバー 金澤・粕田・鈴木・天谷・根岸・竹田・田村

7人

5人

8人

13人

7人

9人

2人

1人

1人

15人

15人

15人

15人

事－④



・利用者様家族などの協力を得て、小規模多機能型居宅介護らしい柔軟な対応をできるようにする。

・利用者様の状況に合わせて「通い」「訪問」「宿泊」をうまく活用できている。
・小規模多機能型居宅介護はあくまでも在宅のサービスなので、施設だけでの対応が多い。
　もう少し地域（自治会・民生委員）や家族の協力を得れるようにしたい。

・小規模多機能型居宅介護の「通い」・「訪問」・「宿泊」を利用者様の状態に応じて
　柔軟に対応することができている。

・利用者様家族の急な冠婚葬祭などにも臨機応変に対応ができている。

・地域やご家族様からの協力が得られないケースがある。

・家族様や地域の協力者などとの連携を密に行い、利用者様を支援できる体制を整える。

できていない点 200字程度で、できていないことと、その理由を記入すること

次回までの具体的な改善計画 （200字以内）

15人

③
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に気づ
き、ミーティング等で共有することができていま
すか？

④
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わせて
柔軟な支援ができていますか？

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計（総人数）

①
自分たち事業所だけで支えようとせず、地域の資
源を使って支援していますか？

②
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥当
適切に提供されていますか？

2人

9人

前回の改善計画

前回の改善計画に対する取組み結果

◆今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか

できている

合計（総人数）

⓪ 前回の課題について取り組めましたか？ 6人 7人 2人 人 15人

◆前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェック項目
よく

できている
なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない

事業所自己評価・ミーティング様式 実施日 令和　2年　3月　16日（ 19：00　～　19：30　）

５.　多機能性ある柔軟な支援 メンバー 金澤・粕田・鈴木・天谷・根岸・竹田・田村

3人

10人

2人 11人

6人

9人

4人

3人

1人

15人

15人

15人

事－⑤



・包括支援センターや地域自治会など連携をして利用者の対応できるようにする。

・新規の利用者様受入れの際に包括支援センターの協力をいただいて取り組むことができている
・運営推進会議などで地域自治会、民生委員などの理解を得ることができ、積極的に
　地域にお困りの利用者の対応をしている

・地域住民や包括支援センター様など協力を得て利用者様対応にあたることができている。

・地域の祭りのイベントなど高齢者が参加しても、協力していただき、楽しんでいる。

・病院や地域包括支援センターによっては、小規模多機能型居宅介護のサービス自体を間違って
　理解されており、在宅のサービス以上の要求をされてくる時がある。

・小規模多機能型居宅介護のサービスの理解をしていただけるよう、説明をする機会を作る。

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

できていない点 200字程度で、できていないことと、その理由を記入すること

次回までの具体的な改善計画 （200字以内）

②
自治体や地域包括支援センターとの会議に参加して
いますか？

③
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦人会、
消防団等）の活動やイベントに参加していますか？

④
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民が事業所
を訪れますか？

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計（総人数）

①
その他のサービス機関（医療機関、訪問看護、福祉
用具等の他事業所）との会議を行っていますか？ 15人10人

前回の改善計画

前回の改善計画に対する取組み結果

◆今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか

できている

合計（総人数）

⓪ 前回の課題について取り組めましたか？ 2人 10人 3人 人 15人

◆前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェック項目
よく

できている
なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない

事業所自己評価・ミーティング様式 実施日 令和　2年　3月　16日（ 19：00　～　19：30　）

６.　連携・協働 メンバー 金澤・粕田・鈴木・天谷・根岸・竹田・田村

10人

8人

5人

5人

7人

10人 5人

15人

15人

15人

事－⑥



・運営推進会議を通して、事業所の内容をさらに知ってもらえるようにし、
　いただいた意見を施設運営に反映できるようにする。

・運営推進会議での意見を施設運営に反映できている。
・小規模多機能型居宅介護サービスを知らない人も多くいるのできちんと理解していただき、
　きちんとした意見をいただきたい。

・地域での拠点として老人会と協力してイベントを行っている。

・運営推進会議での意見や利用者様家族からの苦情などはしっかりと対応をして、
　危機管理委員会で対応策や是正などを行い、施設運営をしている。

・意見や苦情が出てからのレスポンスが少し遅い気がする。

・スタッフとの意見交換をもっと増やしてほしい。

・スタッフの意見が言いやすい環境を整備する。

・情報共有のレスポンスの強化をする。

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

できていない点 200字程度で、できていないことと、その理由を記入すること

次回までの具体的な改善計画 （200字以内）

②
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運営に反
映していますか？

③
地域の方からの意見や苦情を運営に反映しています
か？

④
地域に必要とされる拠点であるために、積極的に地
域と協働した取組みを行っていますか？

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計（総人数）

①
事業所のあり方について、職員として意見を言うこ
とができていますか？ 15人1人

前回の改善計画

前回の改善計画に対する取組み結果

◆今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか

できている

合計（総人数）

⓪ 前回の課題について取り組めましたか？ 3人 10人 2人 人 15人

◆前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェック項目
よく

できている
なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない

事業所自己評価・ミーティング様式 実施日 令和　2年　3月　2日（　19：　00～　19：　30）

７.　運営 メンバー 金澤・増渕・吉羽・田村・松本

7人

8人

10人

12人 2人

8人

7人

5人

15人

15人

15人

事－⑦



・全体研修や認知症サポーター養成講座などに参加してもらう。

・4施設合同の介護技術向上講習などがあり、介護技術の向上がみられた
・認知症サポータ養成講座など参加して知識の向上が図れた。

・内部研修だけでなく、外部研修を定期的に行くことができ知識をつけることができた。

・もっと多くの人が研修に参加できるように工夫してほしい。

・座学やディスカッションだけでなく、実践形式の研修をしたい。

・24時間のシフト制で動いており、全員の参加は難しいが、朝や昼など工夫をして
　多くの人が参加できるようにする。

・現状の利用者様を想定した実戦形式の研修をおこなうようにする。

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

できていない点 200字程度で、できていないことと、その理由を記入すること

次回までの具体的な改善計画 （200字以内）

②
資格取得やスキルアップのための研修に参加できて
いますか

③ 地域連絡会に参加していますか

④ リスクマネジメントに取組んでいますか

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計（総人数）

① 研修（職場内・職場外）を実施・参加していますか 15人5人 8人 2人

前回の改善計画

前回の改善計画に対する取組み結果

◆今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか

できている

合計（総人数）

⓪ 前回の課題について取り組めましたか？ 5人 9人 1人 人 15人

◆前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェック項目
よく

できている
なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない

事業所自己評価・ミーティング様式 実施日 令和　2年　3月　2日（　19：　00～　19：　30）

８.　質を向上するための取組み メンバー 金澤・増渕・吉羽・田村・松本

3人

1人

6人

11人

13人

8人

15人

15人

15人

1人

1人

1人

事－⑧



・今後継続して、身体拘束、虐待などを絶対のしないようにする。

・継続して取り組むことができた。
・研修でも身体拘束・虐待の基本知識を習得することができ継続して実践していきたい。

・身体拘束・虐待はしていない。

・研修できちんと身体拘束・虐待の知識を理解することができた

・個人情報の資料は鍵のかかっている棚に保管しており、適切に管理されている。

・成年後見人は該当者がいないため活用していない。

・成年後見人制度を理解してないスタッフもいたので、今後勉強会を企画する。

・継続して敬意を持った話し方、スタッフ同士の会話も十分に気をつける。

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

できていない点 200字程度で、できていないことと、その理由を記入すること

次回までの具体的な改善計画 （200字以内）

③ プライバシーが守られている

④ 必要な方に成年後見制度を活用している

⑤ 適正な個人情報の管理ができている

13人

12人

7人

① 身体拘束をしていない

② 虐待は行われていない

10人

10人

15人

前回の改善計画

前回の改善計画に対する取組み結果

◆今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない
合計（総人数）

⓪ 前回の課題について取り組めましたか？ 10人 5人 人 人

個人チェック項目
よく

できている
なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない
合計（総人数）

事業所自己評価・ミーティング様式 実施日 令和　2年　3月　2日（　19：　00～　19：　30）

９.　人権・プライバシー メンバー 金澤・増渕・吉羽・田村・松本

◆前回の改善計画に対する取組み状況

8人

3人

5人

5人

15人

15人

15人

15人

15人

2人

事－⑨



法人・事業所の特徴
法人名

事業所名

㈱野澤實業

のずの里 かいどう

代表者

管理者

小規模多機能型居宅介護「サービス評価」　総括表

A.事業所自己評価の確認

B.事業所のしつらえ・環境

C.事業所と地域のかかわり

D.地域に出向いて本人の暮ら
しを支える取り組み

多くのご意見を頂き、さらに良い施
設になるように努力していきます。

利用者や家族などへアンケートを
取った方がいいのではないか

対象月のイベントや評価の際の写
真を見て具体的にやったことや、楽
しかったことを発表していただく。

法人としましては小規模多機能型居宅介護事業所が３施設・認知症対応型共同生活介護事
業所が１施設の計４施設の地域密着型の介護施設を運営しております。事業所の特徴は、ご
利用者様・スタッフが取れも明るく笑いの絶えないアットホームな施設となっております。

項　　目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取り組み 意見

出席者

野澤 充広

金澤　玲子

実際に近隣の方からの相談などを
発表してご理解いただく。

実際にどのように相談するか大変勉
強になったが、発表形式ではなく資

料を使って説明をしてくれた方がより
わかりやすい。

F.事業所の防災・災害対策

意見を取り入れ改善計画を作成す
る。

発表内容がアバウトすぎる。利用者
が発表に困らず、参加者が理解しや

すい発表を行う。

地域への周知を継続して行い、周知
してもらう努力をする。包括支援セン

ターと協力して、理解を頂く。

実際に近隣としてどのように相談が
できるのかを事例でご理解いただ

く。

イベントの写真はもちのこと日常的
なレクレーションの様子も把握してい

ただく。

避難訓練実施前に近隣や自治会に
協力をお願いし、参加できる体制を

整える。

E.運営推進会議を活かした
取り組み

以前よりは施設のことを詳しく知るこ
とができたが、まだ評価がしずらい
部分があるので更なる工夫をする。

避難訓練、イベントの際には近隣の
方に声をかけ、周知していただいて
おります。また、包括支援センターと
協力して、地域自治会への小規模

の説明を行っております。

運営推進会議やイベントに参加しに
施設に来た際にあいさつがない。

議事の際にイベントだけでなく、日常
の様子も掲示してご理解を頂く。

施設での状況がよりわかりやすく
なってとてもいいと思う。継続して

行ってほしい。

近隣の方にお声掛けをして、避難訓
練、水消火器訓練、AED講習などに

参加していただく。

説明の中でアルソック警備に入って
いるとの事だが実際に全ての避難
がどのくらいになるか計測したほう

が避難時いいのでは？

避難訓練の中にアルソック警備にも依頼し、
全ての大退避時間を計測したいと思います。
また、もばらの施設が田川の氾濫の際の洪水
避難地区にもなっており、洪水想定の避難訓

練も実施します。

4人 1人
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援センター

0人 0人 3人 4人 0人

施設内でのイベント・日常の様子などさらにわ
かりやすく説明できるようにしていきたいと思

います。

8人 20人
近隣住民 事業所職員 合計

今回の改善計画

大勢の方の前で発表することに慣れていない
利用者様が多いので、議事での対象月のイベ
ントにしぼり、発表していただく。また、1人で

はなく複数名で参加していただき、発表しやす
い環境を作る。

今後、利用者、家族へのアンケートを実施し、
業務に反映させていきたい。

挨拶や電話の応対など再度教育を徹底して、
活気のある施設目指します。

事例内容を発表するときは参考資料を作成
し、現状年1回しか発表を行えていないので、

定期的に発表できるように努力する。

特.感染症対策
感染拡大防止のためどのようにして

いるか具体的に知りたい。
実施し状況を写真で確認してもらう。


